
1．緒　　言

命あるものだけが放つ一瞬の動きや美しさを追求する魂動デ
ザインは，2012年に国内導入した初代CX-5から順次拡大して
きた。また，同時にカラー開発は造形を際立てるという機能の
特化を進めてきた。

2012年から市場導入したソウルレッドプレミアムメタリッ
ク™は，マツダが歴代こだわってきた赤を「鮮やかさ」と「深み」
を高いレベルで両立させ，マツダブランドを象徴するカラーと
してお客様に認知されてきた1）。
さらに，2016年2月にはロータリーエンジンやスカイアク

ティブテクノロジーなど“マシーンの美学の追求”というマツ
ダのヘリテージの表現を目指し，機械のもつ精緻な美しさを
「緻密な金属質感」と「深み」という特性で，この二つを高い
レベルで両立させたマシーングレープレミアムメタリック™

をCX-9に導入した。
2016年11月に発表した新型CX-5は，これまでのキャラク
ターラインを用いた造形表現から，繊細な面の変化を光と影
のリフレクションで表現する方法へ進化した。「カラーも造形
の一部」という考えの下，造形とともにブランドを象徴する
赤を進化させるべく，ソウルレッドクリスタルメタリック™
（Fig. 1）の開発に着手した。

2．マツダの塗装への取り組み

自動車塗装は，電着・シーラー・中塗・上塗などの多様な材
料の塗布と乾燥を繰り返した複層膜で構成される。一般的な塗
装工程はFig. 2に示すように長い工程であり，塗料に含まれる
シンナーなどの揮発性有機溶剤（以下VOC）の排出や，塗装
ブースといった塗装設備で多くのエネルギー（CO2）を消費し
ている。マツダの車両系工場から排出するVOCの95％，CO2

の60％を塗装工場が占めており，塗装工程の環境対策はきわ

Fig. 1　Soul Red Crystal Metallic™.
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要　　　　旨

マツダは「カラーも造形の一部」という考えの下，魂動デザインの造形をより美しく見せる陰影表現を追求し，ソウルレッドプレ
ミアムメタリック™，マシーングレープレミアムメタリック™を量産化してきた。
一般的に，発色や質感を高める場合は塗膜層を増やす手法が主流であるが，多くの塗料と塗装工程数が必要になり，環境性能と経

済性が低下する。マツダでは地球環境に優しい塗装工程を目指し，環境負荷物質の排出量低減に取り組んできた技術を活かすことで，
塗膜層の数を増やすことなく，高意匠カラーの開発を進めている。本稿では，進化した魂動デザインの造形をさらに際立てるソウル
レッドクリスタルメタリック™を開発した取り組み内容を紹介する。
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